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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　朝鮮戦争によって分断された朝鮮半島と在日コリアン。先人たちが夢にまで見た「統一」はいつ来るのでしょうか？　最近の国家情勢で考えると問題があまりにも大きく見えて、何から手を付けて良いのか、わからなくなってしまうことはありませんか。しかし、皆さんが「心の壁」を乗り越えた小さな体験が、何かしら在日同胞の和合に役に立った事はなかったでしょうか？
　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、この度、皆様の「心の壁」を乗り越えた経験を、同世代や後に続いていく世代の力とするために、創設20周年記念企画としてこの賞を創設いたしました。

	名称
	「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門、会員及び一般部門　エッセイ募集

	募集テーマ
	「私の心の壁を越えて始まった平和統一の経験」
・自分の置かれている環境でぶつかった「心の壁」、なぜそれが「壁」であったか、どのようにして乗り越えたか、そのきっかけや周りからの言葉、勉強になったと思う自分の経験、そしてそれが在日同胞の和合、朝鮮半島の平和統一にどのように発展していく可能性があるかをスピーチ、または記述。

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：2024年６月16日（日）まで地方予選
会員及び一般部門　エッセイ募集：
2024年４月１日（月）～2024年６月17日（月）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】　５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。
※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。 郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2024年6月下旬　ホームページにて公開
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
青年スピーチ部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。その交通費は本部負担。






題名：　『私から始まる平和統一』　　　
お名前：　蓼沼淳一　　　

(下記より本文をご記入ください)


[bookmark: _Hlk168490181]今世界は混沌としています。自由主義と共産主義の分断の余波が未だ文化革命以降、世界に深刻な影響を与えています。
2022年2月24日、ロシアはウクライナへの本格的な軍事侵攻を開始し、民間人に死傷者を出す攻撃を行い、病院、学校、住宅などの市民の建物に被害を与えている。プーチン大統領は聖域としてこの戦いはエンドレスと言う意見もあります。
自由主義の韓国の少子化問題が深刻です。2023年の合出生率は0.72（暫定値）となり、2022年の0.78を下回り2015年の1.24を記録して以降、8年連続で過去最低を更新しました。日本は2023度は1.2%と減少しました。将来的不安が国民的課題です。今日程道徳観、結婚観、愛の秩序を正す、ビジョンが切望されている時は有りません。
平和はどこから始まるのでしょうか。家庭連合では天一国を目指して、その根幹は、神様に侍り自分自身を省みることから始まります。心と体が100%統一された立場で生活するのが信仰生活で最も重要な目標であるのです。自分の地位、名誉、財産、権力などを越えた所に有るのだと考えます。信教の自由等の観点から見て平和は人の為に生きることを95%実践することです。社会において企業間では本当に責任を持つ事は何かを考えた時、経済的利益追求は目的ではありますが、それには矛盾があってはいけないと思います。即ち利益追求の為、チームワークを取る、団結する事はあります。但しその為に一個人の大切な人権や、個人の思想、信条、信仰を侵害してはならいと思います。日本国憲法で保障されている大切な権利だと思います。
平和は為に生きる責任を持つ事に有ると言う文鮮明先生の教えに習う事が大切です。
平和統一の内容は簡単です。自分の心と体が一つになったものが家庭と一つなれば、平和な家庭になります。そのように一つになった家庭が社会と一つになる時その家庭は社会に恥ずかしくない家庭になります。そのような社会が国と一つになる時国においても誰も否定出来ない平和統一は展開出来ると思います。
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